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森林・林業 ～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～

◆ 治山施設の整備、被害森林の再生、森林の適正な利用等が図られ、

台風や豪雨、津波などの災害に強い森林が整備されている。

◆「伐って、使って、また育てる」の森林資源の循環利用が進み、

森林整備・木材の利活用が活発に行われ、二酸化炭素吸収機能

等の地球温暖化防止や木材生産などの森林の有する多面的機能

が適切に発揮されている。

第５章 部門別戦略

《 目指す姿》

サンブスギ等を使用した小学校の校舎整備

成果

目標

森林整備面積

910
ha/年

854
ha/年
（令和6年度）

木材生産量

80,000
㎥/年

72,800

㎥/年
（令和2～６年平均）
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１ 災害に強い森林づくり

◆ 近年、地球温暖化等の影響により、台風が激甚化・頻発化すると

ともに、局地的な集中豪雨の頻度が増大しており、土砂災害や

森林被害が増加しています。本県でも、令和元年房総半島台風

（2019年）等の一連の災害では、多くの森林で倒木が発生し、

隣接するインフラ施設等に大きな被害を及ぼしました。

◆ 国の予測では、関東地方などで今後30年以内に震度6弱以上

の激しい揺れに見舞われる可能性が高く、本県においては、

大規模地震が起きた場合は津波等による甚大な被害が懸念

されます。このような災害から県民の生命・財産を守り、社会

機能を維持するため、森林の防災・減災対策や災害発生時の

早期復旧が必要です。

第５章 部門別戦略【森林・林業】

◆ 保安林における山腹崩壊や土砂の流出による災害の被害を軽減

するため、山地治山事業や地すべり防止事業等の山地災害対策

を推進するとともに、治山施設の安全性の確保や維持管理等に

係るコストの縮減・平準化を図るため、個別施設計画に基づき、

計画的な対策工事等に取り組みます。

◆ 津波による被害を軽減するとともに、飛砂や潮害等から県民の

生活を守るため、病害虫に強いクロマツや広葉樹の植栽等により、

自然災害に強い海岸県有保安林の整備・再生を行います。

《 現状と課題 》 《 主な取組》

（１）治山施設等の整備推進

～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～

治山施設の設置 海岸県有保安林の整備・再生



90

１ 災害に強い森林づくり

第５章 部門別戦略【森林・林業】

◆ 森林の開発等に当たっては、森林の有する公益的機能の維持を

図るため、調節池等の防災施設の設置、植栽の実施等の適正な

履行を確保しつつ、地域との共生が図られるよう森林の適正な

保全と利用の調整に努めます。

《 主な取組》

（３）森林の適正な利用（２）被害森林の整備・再生

◆ 令和元年房総半島台風（2019年）等により風倒木の被害が

発生した森林の復旧や、道路・電線等の重要インフラ施設周辺に

おける同被害の未然防止につながる伐採、植栽等の森林整備への

支援を行います。

林地開発事業地インフラ施設周辺の森林整備

～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～
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２ 森林資源の循環の推進

◆ 本県の森林は小規模な私有林が多く、また、人工林の大半が

本格的な利用期を迎えていますが、木材として収穫されずに

高齢林化が進んでいます。

◆ 森林組合等の林業事業体は、担い手不足や機械化の遅れ等に

より、経営基盤が弱体化していることから、森林の整備が十分に

行われず、多くの森林が荒廃化しています。

◆ このような高齢化・荒廃化した森林は、森林の有する地球温暖化防止

等の多面的機能が適切に発揮されないことから、その機能が

十分に発揮されるよう、適切な森林整備の促進や県産木材の

利用促進に係る取組が必要です。

第５章 部門別戦略【森林・林業】

《 現状と課題 》

千葉県のスギの林齢構成

千葉県の森林の所有形態 荒廃化した森林

～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～
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２ 森林資源の循環の推進

◆ 計画的な県産木材の供給を促進するため、林業事業体等による

森林経営計画の策定を支援します。また、林業事業体に対して、

経営改善のための研修や経営診断の実施に加え、伐採・運材作業

の低コスト化や労働負担の軽減に資する高性能林業機械の活用

を支援し、経営基盤の強化を図ります。

◆ 森林整備を促進するため、林業普及指導員等による効果的な 

路網整備の検討や作業工程のコスト分析等の技術改善など、林業

事業体等への支援を進めます。

◆ 林業就業者を対象に、資格取得の支援や林業機械の実地研修等を

実施し、現場作業の中心的人材の育成を進めるほか、「千葉県 

林業労働力確保支援センター」等が行う、林業就業希望者と林業

事業体とをつなぐ面談会の開催を支援します。

第５章 部門別戦略【森林・林業】

◆ 県産木材の利用促進に向けては、多くの県民が利用する公共建築物や

民間施設等における県産木材の利用を支援することで、需要喚起

と普及啓発を図ります。

◆ 流通事業者等が連携して行うイベントの開催支援等を行うことで、

関係事業者間の連携強化を図ります。

◆ 「千葉県内の建築物等における木材利用促進方針」に基づいて、

建築士等への情報提供や講習会の開催などの取組を行います。

《 主な取組》

（２）県産木材の利用促進（１）計画的な木材生産と人材の育成

県産木材を利用した建築物

～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～
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２ 森林資源の循環の推進

◆ 森林環境譲与税を活用した市町村による森林整備等の取組が

円滑に進むよう支援するとともに、都市部の市町村が森林環境

譲与税を財源として、森林地域の市町村の森林整備を行う等の

広域連携の取組を推進します。

◆ 市町村に配分される森林環境譲与税について、森林整備のみならず、       

木材利用や普及啓発等、地域の特性を生かした幅広い活用が図られるよう、

「千葉県森林経営管理協議会」と連携して市町村を支援します。

◆ 二酸化炭素吸収機能等の森林の多面的機能を発揮させるため、間伐

等の森林整備やスギ非赤枯性溝腐病の被害森林の再生を推進す

るとともに、花粉の少ない苗木等の優良品種の種子生産を行う等、

主伐後の確実な再造林を促進します。

◆ 森林の現況や地形などの情報を一元的に管理する森林クラウドや    

ドローン、ＩＣＴ等の活用や計画的な路網の整備等を実施することで、

効率的な森林整備を推進します。加えて、地域住民や企業、市民活動

団体等による、里山の保全や海岸県有保安林の再生に向けた森林    

整備活動を促進します。

第５章 部門別戦略【森林・林業】

《 主な取組》

（３）適切な森林整備の促進

～災害に強い森林づくりと森林資源の循環の推進～

森林資源の循環の推進（イメージ図）
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